
広報委員会結果 

 日  時：令和 4 年 9 月 28 日（水）午後 3 時 30 分～午後 4 時 47 分 

 場  所：委員会室 

 出席委員：委員長 加藤美幸   副委員長 中村和也 

 委  員 伊藤正興 芳金秀展 山田清一 澤田勝 

 オブザーバー 副議長 山本半治 

 

                                   開会 午後 3 時 30 分 

○加藤美幸委員長 

 ただいまから広報委員会を開会します。これより協議題１の市議会だより第 224 号の編集内容に

ついて、を議題とします。しばらく休憩します。 

 

                                 休憩 午後 3 時 31 分 

<休憩中の主な内容> 

 １頁～順に頁割付（案）と一般質問原稿の校正を事務局から説明（資料１） 

 

                                 再開 午後 4 時 16 分 

○加藤美幸委員長 

 休憩を解き、会議を再開します。一般質問原稿にかかる修正箇所及び各頁の編集内容につきま

してはただいまの休憩中にご意見をいただき、ご協議いただいたとおりでよろしいでしょうか。 

 【 「はい」との声あり 】 

 ありがとうございます。 

 今後は、まず、本日付けで討論をされた議員、各常任委員会委員長へ原稿の執筆依頼をします。

提出期限は 10 月 3 日（月）午後１時までとします。 

 協議題１については、終了します。 

 続きまして、協議題 2、その他を行います。 

 令和3年の広報委員会から申送りのありました「市議会だよりの見直し」についてを行います。このこ

とについて、委員長と副委員長とで事前に検討し、見直し（案）を作成しましたので説明させていた

だき、皆さまからのご意見をお伺いしたいと思います。しばらく休憩します。 

 

                                 休憩 午後 4 時 18 分 

<休憩中の主な内容>（資料２） 

〇だよりの見直しという事で昨年度からの申し送り事項の中であった１点目、「表紙・裏表紙は手

に取って見たくなるようカラーとしてください。」について、 

・市議会ホームページやネットアプリ「マチイロ」からは市議会だよりをカラー版で閲覧ができることと、

ICT 化に伴い様々なツールがあるため、カラー化に予算をかけるよりは今までどおりの 2色刷りを継

続していきたい。 



・ペーパーレス化に向かっている中で、新規に予算をかけてカラー化にするよりもライブ中継や

YouTube による配信も併せてホームページを PR すること、また、地域の掲示版に QR ｺｰﾄﾞを貼

りだすなどお金をかけずに効率的且つ効果的に議会を伝える方法を考えた方が良いと思うため、カ

ラー化にこだわる必要はないと思う。 

〇２点目、「表紙の写真選定は、市民の方から親しみを持っていただけるよう、議会の写真以外

にも市民が入った写真を選ぶなど柔軟に対応してください。」について 

・手に取ってもらえるかどうかが重要な要素となってくるため、各号の編集委員会に委ねて、活動の

様子を伝えるための定例的な写真であったり、動きのある写真であったりを、議会の様子がわかる

写真に限定せず、その都度で手に取ってもらえるような要素のある写真を検討し表紙にしていって

はどうか。 

〇３点目、「議員を身近に感じていただけるよう、次期改選期後を目途に、議員の紹介記事掲       

載を検討してください。」について、 

 ・令和５年度の改選後に発行される市議会だよりに「議員名簿」を掲載しているが、「議員紹介」

に改めて議員顔写真、氏名、所属会派、期数と広報委員会からの質問の答えを掲載することとし

てはどうか。また、掲載写真は、人なりがわかるような各議員から提出された写真でも掲載できるよ

うにするとしてはどうか。できる限り頁数の増加を抑えたいので、紹介記事の紙面構成はこの程度に

おさめたい。 

 ・令和 5 年度に申し送る時には、掲載枠を確定しておく。 

〇4 点目、「多くの市民の目に触れるよう、現在の設置場所に加え、ショッピングセンターや医療機 

関などへの設置を検討してください。」について、 

 ・現在市報に折込みされた市議会だよりは、全戸配布に加え、市内各所の施設、郵便局などに置

かれているので十分に行き届いているのではないか。更には、ICT 化によりネットによる配信などから

広く周知できているのでは感じるため現状のままで良いのではと考える。 

〇その他、声の市議会だよりについて 

 ・声の市議会だよりは、現在は市民活動団体により無償ボランティアで制作。 

 ・録音に必要なＣＤを消耗品費で購入して制作団体へ渡しているものの、今後も活動を継続して

いただくために謝金を検討するべきか。 

 ・制度のよい音声読み上げ機器が出てきており、デジタル化へシフトしていく方向にある。今後考えら

れる他の選択肢も視野におきながら謝金については慎重に検討するべき。 

 

                                  再開 午後 4 時 45 分 

 

〇加藤美幸委員長 

休憩を解き、会議を再開します。 

その他のところで休憩中に皆様からご意見をいただきました市議会だよりの見直し及び声の市議会

だよりにつきましては、継続して協議していきますのでよろしくお願いします。 

この件について、他にご意見はございませんか。 



【 「なし」との声あり 】 

この件はこれで終了します。次に、だより 224 号の発行スケジュールについてですが、10 月 5 日（水）

に執筆原稿を業者に送付し、11 日に校正原稿が到着しますので、委員にメールで送付します。次

回、10 月 14 日（金）の委員会で校正を行いますので事前にご確認ください。 

この件について、他にご意見はございませんか。 

【 「なし」との声あり 】 

この件はこれで終了します。続きまして、その他として委員から他に何かございませんか。 

【 「なし」との声あり 】 

 ないようですので、これで本日の広報委員会を終了いたします。 

 

閉会 午後４時 47 分 


